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製品自主修理・交換等に伴う特別損失に関するお知らせ

　当社が製造し、東洋エクステリア㈱（現在はトステム㈱）に販売している車庫用はね上げ式門扉「オ

ーバードア」（エクステリア製品）において、アーム取付部品が使用中に破損し、最悪の場合門扉が落

下するということが判明したため、東洋エクステリア㈱が 2001 年 6 月より部品の無償交換を行ってま

いりました。

　また、当社が製造し、コクヨ㈱に販売している会議用椅子「コルサチェア」（オフィス家具製品）に

おいて、背の溶接部分に不具合がまれに発生することが判明したため、コクヨ㈱が 2002 年 3 月より製

品の無償交換を行ってまいりました。

　この度、上記交換に係る費用額および当社負担割合の見通しが明らかになったため、特別損失計上額

を算出した結果、下記の通りとなりましたのでお知らせいたします。

記

1.平成 14 年 3 月期末における当該発生事実に係る特別損失計上額

(A)　平成 14 年 3 月期末の部品・製品無償自主交換に伴う

　　 特別損失の総額
602 百万円

(B)　平成 13 年 3 月期の純資産の額

　　　（Ａ／Ｂ×１００）

23,261 百万円

（ 2.6％）

(C)　平成 13 年 3 月期の経常利益額

　　　（Ａ／Ｃ×１００）

2,238 百万円

（26.9％）

(D)　平成 13 年 3 月期の当期純利益額

　　　（Ａ／Ｄ×１００）

1,186 百万円

（50.8％）

2.今後の見通し

　(1) 業績の見通しについて

　　　業績の見通しにつきましては、平成 14 年 3 月期に特別損失として 602 百万円を計上する予定で

あり、業績予想の修正につきましては、本日付で別途平成 14 年 3 月期通期（平成 13 年 4 月 1 日～

平成 14 年 3 月 31 日）業績予想（単独・連結）の修正を発表しております。

　(2) 今後の特別損失発生の見通し

　　　エクステリア製品については、現時点、大方の交換が終了しており、オフィス家具製品について

は、今後発生すると思われる費用を見込み、損失額を算出しているため、平成 14 年 3 月期以後の

損失発生はごく軽微なものとなる予定であります。

以　上


